
大
規
模
果
樹
流
通
基
通
整
備
事
業

養
豚
団
地
育
成
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業

地
域
農
政
整
備
事
業

土
木
費
六
平
八
百
万
円

祇
園
公
園
整
備
事
業

下
排
水
路
整
備
事
業

か
け
く
ず
れ
際
拳
業

市
道
補
修
工
事

地
域
対
策
事
業

原
材
料
支
給
舗
装
事
業

臨
時
市
町
村
道
整
備
事
業

辺
地
対
策
事
業

消
防
費
二
干
八
百
六
+
五
万
円

防
火
水
槽
設
置
事
業

小
型
ポ
シ
プ
購
入
事
業

参
加
で
き
る
よ
う
、
多
彩
な
内
容
と
い

た
し
て
お
り
ま
す
・

万
障
お
繰
り
合
わ
せ
の
う
え
、
ご
参

緩
い
た
だ
き
と
声
援
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
ご
案
内
い
た
レ
ま
す
・

と
き
+
一
月
六
日
(
日
曜
日
)

ず
パ
ッ
ク
詰
め
販
売
を
し
て
い
る
と
い

う
悲
し
い
回
答
で
し
た
。
輩
巾
ゴ
ミ
の

中
で
二
+
パ
ー
セ
ン
ト
近
く
が
こ
れ
ら

包
装
廃
棄
物
だ
と
さ
れ
て
い
ま
す
.

過
剰
包
装
な
ど
、
ゴ
ミ
に
な
る
も
の

は
最
初
か
ら
貿
わ
な
い
習
慣
を
、
私
た

ち
主
婦
は
身
に
つ
け
た
い
も
の
で
す
。

大
切
な
お
金
の
む
だ
使
い
は
や
め
ま

し
去
っ
.

ゴ
ミ
を
出
す
と
き
の
必
得
と
レ
て
、

金
物
、
ガ
ラ
ス
な
ど
の
不
燃
物
と
台
所

ゴ
ミ
を
、
き
ち
ん
と
分
類
レ
、
水
分
を

十
分
に
切
っ
て
、
焼
却
の
能
力
が
あ
が

る
よ
う
協
力
し
ま
し
ょ
う
。

毎
日
の
チ
一
フ
シ
広
告
は
メ
モ
用
紙
に

ま
た
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
と
し
て
+
分
活
用

で
き
ま
す
.

古
新
聞
、
古
雑
誌
は
立
派
な
資
源
で

再
生
さ
せ
る
た
め
、
婦
人
会
が
回
収
し

て
お
り
ま
す
の
で
是
非
と
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
・

こ
の
よ
う
に
、
ち
ょ
っ
と
身
の
ま
わ

り
を
見
渡
し
た
だ
け
で
、
ま
だ
ま
だ
、

ム
ダ
の
多
い
私
た
ち
の
生
活
で
す
.

一
人
一
人
の
消
費
者
の
、
主
婦
の
、
必

が
け
し
だ
い
で
、
よ
り
豊
か
な
明
る
い

生
活
が
送
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か。

午
前
九
時
か
ら

と
と
ろ
遵
覇
公
園
雫
窮
技
場

平
野
町
野
田

※
当
日
雨
天
の
と
き
は
+
一
月
十
三
日

に
延
期
い
た
し
ま
す
。

残
照
に
立
つ

猿
牛
一
代

ゴ
ピ
砂
漠
探
検
記

曽
野
綾
子

平

禁

茂

ヘ
デ
イ
V
L

会計別|予算現額|補正額| 計

一般会計 5，301，964 389，438 5，691，402 

特別会計 1，519，130 ム1，959 1，517，171 

事業会計 946，572 一 946.572 

計 |7J67，666 387.479 8，155，145 

(単位千円)

肱
北
公
民
館
と
博
物
館
が

一般会計8億8，943万8千円を補正

十
二
月
一一一.... 

日
開
館

相
談
ご
と
案
内

次
の
と
お
り
無
料
相
談
を
レ
ま
す
同

お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
迭
い
1
j
o

万
戸
通
事
故
相
談
日
い
ぷ
へ

と

き

日

見

日

誌

寄

時

M
M

月
初
日

H
H

と
と
ろ
市
役
所
第
一
会
議
室

人
権
相
談
日

市

内

で

生

産

さ

れ

て

い

る

よ

い

商

品

と

き

日

月

ω日
目

時

I
M時

を

再

認

識

す

る

物

産

展

、

郷

土

の

立

派

と

乙

ろ

回

大

刑

公

会

堂

内

な

観

光

資

源

を

見

直

す

観

光

展

、

そ

し

社

会

福

祉

協

犠

会

事

務

室必
配
ご
と
相
談
百

て
、
よ
り
快
適
で
充
実
し
た
市
民
の
暮

と

き

日

月

1
日

間

時

t
m時

ら

し

を

築

く

た

め

の

消

費

生

活

震

を

次

グ

問

自

F

の

と

お

り

開

催

い

た

し

ま

ず

か

ら

、

市

庁

幻

目

、

民

一

民
皆
さ
ん
の
ご
参
観
を
お
待
ち
し
て
お

H

お
日

M
M

り

ま

す

.

と

乙

ろ

回

大

洲

公

会

堂

内

r

一

、

と

き

十

一

月

三

目

、

四

自

社

会

福

祉

協

議

会

事

務

室

二

、

と

乙

ろ

大

洲

市

民

会

館

家

庭

児

童

相

談

日

一

ニ

、

市

民

生

活

展

と

き

毎

日

8
時
半
t
げ
時

H
市

内

で

生

産

さ

れ

て

い

る

物

産

新

刊

図

書

案

内

た

だ

し

、

土

隠

日

は

ロ

時

ま
で
、
日
曜
日
、
祝
日
は

の

展

示

と

即

売

会

写

真

で

見

る

登

山

入

門

高

橋

伸

行

休

み

ま

す

。

O
特

産

屡

不

の

部

マ

シ

ガ

の

描

き

方

手

塚

治

虫

と

乙

ろ

市

福

祉

事

務

所

菓
子
、
酒
、
醤
油
、
麺
類
、
家
具
昆
虫
の
世
界
的
の
謎
実
吉
達
郎
行
政
相
談
日

漬

物

ほ

か

あ

、

東

京

行

進

曲

結

城

亮

一

と

き

毎

日

9
時
1
日
時

O
即

売

の

部

被

学

問

問

覚

渡

辺

茂

た

だ

し

、

月

曜

日

は

休

み

菓

子

、

干

レ

い

た

防

、

川

魚

、

被

年

金

社

会

読

売

新

聞

年

ま

す

。

服

ほ

か

金

研

究

班

と

と

ろ

市

民

会

館

不
動
産
相
談
日

口
見
直
そ
う
郷
土
の
光
1

文
章
上
達
の
条
件
大
限
秀
夫

と

き

毎

月

日

目

ω時
t
時
時

観

光

展

私

的

生

活

田

辺

聖

子

と

乙

ろ

宅

地

建

物

取

引

業

協

会

O
写

真

の

部

ぼ

く

の

大

好

き

な

髭

庄

司

葉

大

洲

支

部

(

大

洲

市

若

宮

風
物
の
今
昔
、
文
化
財
、
市
内
で
も
う
ひ
と
つ
の
掌
校
森
村
桂
愛
媛
相
互
銀
行
大
淵
支
庖

の

ロ

ケ

風

景

渡

良

瀬

透

遥

小

椋

佳

編

積

)

バ
と
時
、
ν

瑚
ず
時

ご

3

e

(

k

司

、
ζ

れ

る

E
H

L
川

与

え

か
J
一
を
迎

引
く
囲
で

-
E
、
、
つ
周
必

月
一
を

T
の

い

o-
さ
阿
そ
が

国

ノ

ふ

す

乍

lv

、

ふ

ih

--U光
品
川
北

年
一
的
観
耐
政

2
」'然

M
M

5
-
自

明

和

和

0

0

0

会計別補正予算額

日

十
日
閉
会
し
ま
し
た
・

可
決
し
た
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り

で
す
。

九
千
百
四
十
万
二
千
円
と
な
り
ま
し

た・
そ
の
う
ち
、
歳
出
の
お
も
な
も
の
は

民
生
費
一
憶
六
+
六
万
八
平
円

同
和
対
策
事
業

農
林
水
産
業
費

八
千
八
百
三
十
九
万
千
円

第
三
田
市
民
生
活
展
を
開
催

2 0 

保

9月定例市議会

十
一
月
三
日
か
ら
四
日
ま
で

1 1月の納税

一
般
会
計
補
正
予
算

補
正
総
額
は
、
一
ニ
一
億
八
手
九
百
四
十

一
一
一
万
八
手
円
で
、
累
計
は
、

E
十
六
億

O
郷
土
民
芸
品
、
焼
物
の
部

O
観
光
大
測
の
宏
来
図

。
映
臨
「
青
い
国
四
国
」
の
上
映

同
み
ん
な
で
暮
ら
し
を
見
直
そ
う

消
費
生
活
展

O
商
品
知
識
コ
ー
ナ
ー

O
資
源
愛
護
コ
ー
ナ
ー

O
食
品
一
ア
ス
ト
コ
ー
ナ
ー

消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
か
ら
二
一
口

昭

ゴ
ミ
に
つ
い
て
考
え
よ
う

佐

山

和

事情巨闇園町田園田園田嗣園田.... 田園田園調属園田園田宮盟国冨担====盟国圃園田園田宿題-包囲罰田園田置
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子

々
菜
に
わ
た
る
ま
で
ほ
と
ん
ど
が
、
パ
ッ

ク
詰
め
に
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
体
、
果

物
野
菜
、
魚
肉
に
そ
の
必
要
が
あ
る
の

で
し
ょ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
パ
ッ
ク
さ
れ

た
そ
の
費
用
は
私
た
ち
消
費
者
の
負
担

に
な
っ
て
い
る
の
で
す
.

レ
か
レ
、
業
者
に
ば
か
り
責
任
が
あ

る
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
幾
度
か

行
わ
れ
た
消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
と
業
者

の
懇
談
会
の
席
で
、
「
パ
ッ
ク
詰
め
商

品
」
の
販
売
を
控
え
、
「
パ
一
ブ
売
り
」

に
し
て
ほ
レ
い
と
要
望
し
続
げ
て
い
る

の
で
す
が
、
そ
の
都
度
業
者
か
ら
返
っ

て
く
る
言
葉
は
さ
っ
そ
く
「
パ
一
フ
売
り

コ
ー
ナ
ー
」
を
設
け
て
試
み
た
け
れ
ど

も
、
多
く
の
主
婦
は
、
そ
っ
ぽ
を
向
き

購
買
力
に
つ
な
が
ら
な
い
。
や
む
を
え

年
々
消
費
生
活
が
豊
か
に
な
る
に
つ

れ
、
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
ゴ
ミ
の
量

は
ふ
え
、
そ
の
処
理
に
大
変
な
労
力
と

経
費
が
か
か
っ
て
い
ま
す
s

本
市
に
お
い
て
も
泊
加
の
一
途
で
、

昭
和
五
十
一
年
度
ご
み
焼
却
場
で
処
理

さ
れ
た
も
の
約
七
千
ト
ン
、
ゴ
ミ
処
理

に
要
レ
た
費
用
約
三
千
五
百
万
円
以
上

と
聞
き
全
く
驚
き
ま
レ
た
・

ま
さ
に
、
ゴ
ミ
戦
争
と
一
言
わ
れ
る
ゆ

え
ん
で
す
。

限
り
あ
る
資
源
を
ゴ
ミ
と
し
て
捨
て

て
し
ま
う
こ
と
は
大
変
な
浪
費
で
す
・

そ
乙
で
で
き
る
だ
け
作
ら
な
い
、
出
さ

な
い
く
ら
し
を
考
え
ね
ば
な
り
ま
せ

ん
・
日
常
の
買
物
で
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
行

け
ば
菓
子
、
惣
菜
、
魚
肉
、
果
物
、
野

景風会議

h 
叶

市
民
運
動
会
に

参
加
し
よ
う

深
ま
り
ゆ
く
秋
の
一
日
を
ス
ポ
ー
ツ

を
通
じ
て
、
市
民
相
互
に
連
得
と
親
援

を
岡
田
め
健
康
増
進
を
目
的
と
し
て
今
年

も
総
合
運
動
公
園
に
お
い
て
、
市
民
運

動
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
も
、
地
区
対
抗
や
間
体

競
技
な
ど
、
多
数
の
市
民
の
皆
さ
ん
が

九
月
定
例
市
議
会
は
、
九
月
+
九
日

開
会
、
十
二
日
閣
の
会
期
で
同
和
対
策

事
業
費
や
果
樹
流
通
基
地
整
備
事
業
費

な
ど
三
億
八
千
九
百
四
+
=
一
万
八
平
円

の
一
般
会
計
補
正
予
算
や
大
洲
市
立
博

物
館
設
置
条
例
の
制
定
、
中
小
企
業
振

興
資
金
条
例
等
の
一
部
改
正
な
ど
十
九

議
案
を
原
案
ど
お
り
可
決
レ
、
請
願
、

陳
情
な
ど
所
一
要
の
決
定
を
し
、
九
月
三

園.ち吉園冨旨、圏園臣』匡丈
d語
冒
「
、
昌
園
固
F皆k、-冒園戸、屋園冨回FF、、、匡匡匡田
vt、
冨
圏
E邑k、謡回E-=-冨固、酉昌匡、邑畠-=-言F
溢注-=量-E冨匡E-F、〉J
量=冨F、、当』-=皇言冨霊E皇-冨=宮〉冨E=冨冨=昌冨E冨固国-=酉冨冨=E冨-

発
し
て
、
乙
の
米
騒
動
に
多
蜘
数
酷
が
参
加
開
き
ま
レ
た
.
行
っ
て
き
た
差
別
糾
弾
斗
争
か
ら
、
同
解
決
す
る
た
め
の
同
和
対
策
事
業
特
別

し
ま
し
た
・
「
わ
れ
ら
の
中
よ
り
人
間
を
尊
敬
す
る
和
地
区
の
低
位
な
実
態
は
行
政
の
責
任
措
置
法
と
い
う
法
律
が
つ
く
ら
れ
ま
し

政
府
を
は
h
u

め
社
会
一
般
の
関
必
乙
と
に
よ
っ
て
自
ら
を
解
放
せ
ん
・
人
に
あ
る
と
レ
て
、
政
府
及
び
地
方
公
共
た
・

ζ
れ
に
よ
っ
て
、
昭
落
解
放
へ
の

は
、
そ
の
よ
う
な
反
社
会
的
エ
ホ
ル
ギ
の
世
に
熱
あ
れ
:
:
:
」
と
い
っ
た
、
日
団
体
に
対
し
、
部
落
解
放
の
行
政
施
策
責
務
は
国
及
び
地
方
公
共
団
体
に
あ
る

ー
が
潜
在
す
る
同
和
問
題
の
深
刻
さ
と
本
に
お
貯
る
人
権
宣
言
と
も
い
う
べ
き
を
要
求
す
る
大
衆
斗
争
を
全
国
的
に
展
と
し
て
い
ま
す
。

重
要
さ
に
注
目
し
、
重
大
な
社
会
問
題
水
平
社
宣
言
が
さ
れ
、
会
場
に
み
な
ぎ
関
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
乙
う
し
た
中
で
、
愛
媛
県
に
お
い
て

と
し
て
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
る
感
激
と
興
奮
の
申
か
ら
自
主
的
な
解
そ
の
結
果
、
昭
和
三
十
五
年
の
国
会
は
、
部
落
を
解
放
レ
、
真
の
自
由
と
平

た
o
第
一
次
世
界
大
戦
が
終
わ
る
と
不
放
へ
の
運
動
か
起
こ
り
ま
レ
た
・
で
超
党
派
全
会
一
致
で
可
決
、
設
置
さ
等
を
念
願
し
て
大
同
団
結
し
た
愛
媛
県

景
気
に
な
っ
て
生
活
に
苦
し
む
者
が
ふ
そ
れ
以
来
、
差
別
的
言
動
を
し
た
者
れ
た
同
和
対
策
審
議
会
は
、
昭
和
四
!
?
同
和
対
策
協
議
会
が
昭
和
一
一
一
十
六
年
に

ぇ
、
労
働
争
議
、
小
作
争
議
が
激
レ
く
を
問
い
た
だ
し
て
誤
り
を
改
め
さ
せ
る
年
に
「
同
和
問
題
は
、
人
類
普
遍
の
原
結
成
さ
れ
、
運
動
を
展
開
し
て
い
ま

な
り
ま
レ
た
e

糾
弾
遼
扇
を
展
開
し
、
さ
ら
に
経
済
生
理
で
あ
る
自
由
と
平
等
に
関
す
る
問
題
す
。

乙
の
よ
う
な
世
相
の
申
で
、
社
会
活
の
向
上
を
目
指
レ
て
労
働
運
動
や
農
で
、
里
震
で
保
障
さ
れ
た
寒
本
的
人
権
警
の
歴
史
と
と
も
に
解
扶
覇
に

的
、
経
済
的
に
差
別
さ
れ
て
き
た
同
和
民
運
動
と
手
を
結
び
政
府
の
厳
し
い
取
に
か
か
わ
る
課
題
で
あ
り
、
そ
の
早
急
取
り
組
ま
れ
、
持
に
大
正
か
ら
昭
粕
に

地
区
の
人
々
の
中
か
ら
、
自
分
た
ち
の
り
締
ま
り
に
も
か
か
わ
ら
ず
解
放
運
動
な
解
決
乙
そ
国
の
責
務
で
あ
り
国
民
的
か
け
て
の
水
平
社
運
動
に
身
を
さ
さ
げ

力
で
人
間
と
し
て
の
平
等
や
経
済
上
、
を
進
め
ま
レ
た
。
謀
題
で
あ
る
。
」
と
答
申
し
ま
し
た
・
ら
れ
た
多
く
の
か
た
が
た
の
貴
重
な
教

職
業
上
の
自
由
を
勝
ち
と
ろ
う
と
、
大
戦
後
解
墓
事
郵
は
戦
前
の
水
平
社
の
乙
の
答
申
を
受
貯
て
、
昭
和
四
十
四
割
が
現
在
の
運
動
を
支
え
て
い
る
こ
と

正
十
一
年
、
全
国
か
ら
一
代
表
が
京
都
市
伝
統
の
上
に
立
っ
て
部
港
差
別
に
つ
い
年
、
田
和
地
区
の
社
会
的
、
経
済
的
地
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
・

に
集
ま
り
、
全
国
水
平
社
創
立
大
会
を
て
の
認
識
を
深
め
、
従
来
、
水
平
社
が
位
の
向
上
を
不
当
に
は
ば
む
諾
要
因
を

市

11 11 11 11 11 百| 11 1110 催月開月 月 月 月 月 月 月月
6 5 4 4 3 3 id 1 427 日 日 日 日日 日 日日 日 日日 日
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、による ノ

18，570人前月比 +11
20.220人+12 
10.830世帯 + 23 
MO.9S:平方キロメートル

洲市役所

画広報課

第 26 0号

人
権
と
解
放
運
動

解
放
令
は
、
部
落
に
と
っ
て
一
四
期
的

な
で
き
ご
と
で
し
た
。

し
か
し
、
差
別
は
解
消
さ
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。
こ
う
い
う
申
で
、
自
由
民
権
運
動
に

刺
激
さ
れ
、
明
治
三
十
五
年
、
岡
山
に

に
生
ま
れ
た
「
備
作
平
民
会
」
の
よ
う

に
、
社
会
の
最
底
辺
に
お
か
れ
て
い
た

部
議
を
自
ら
の
努
力
で
改
善
レ
ょ
う
と

い
う
動
き
も
起
こ
り
ま
し
た
。

同
和
問
題
が
政
府
を
は
じ
め
社
会
一

般
か
ら
広
く
注
目
さ
れ
、
深
い
関
、
心
を

持
た
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
大
正

時
代
後
半
に
起
き
た
一
米
騒
動
と
全
国
水

平
社
の
運
動
か
ら
で
す
・

米
騒
動
は
、
米
価
の
暴
騰
に
よ
り
、

生
活
難
に
陥
っ
た
貧
し
い
人
た
ち
の
怒

り
が
自
然
発
生
的
に
暴
動
化
し
た
も
の

で
す
・
同
和
地
区
の
人
た
ち
は
、
大
多

毅
が
差
別
の
中
で
貧
困
な
生
活
状
態
に

あ
っ
た
乙
と
と
相
ま
っ
て
、
多
年
に
わ

た
っ
て
う
っ
積
し
て
い
た
償
ま
ん
が
爆

大

企

男

女

数

積

骨骨世

面

市の人口

行

集

発

編

(1) 



2 0日

市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
(
毛
利
協
義

会
長
)
主
催
の
「
第
十
四
回
大
洲
市
老

人
ク
ラ
ブ
大
入
袋
」
が
九
月
+
コ
一
臼
甫
民

会
館
大
ホ

1
1
Mで
会
員
約
干
人
が
参
加

し
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
レ
た
。

大
会
で
は
、
多
年
に
わ
た
り
社
会
の

進
展
に
尽
く
さ
れ
た
方
々
の
長
寿
や
一
視

福
レ
、
市
長
な
ど
か
ら
、
老
人
間
枠
苅

労
者
、
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
、
ね
品
に
き
り

老
人
看
護
者
な
ど
の
表
彰
が
あ
り
空
し

た
。
今
年
百
歳
の
市
内
最
高
齢
者
ト
野

カ
キ
ハ
さ
ん
と
八
十
八
歳
の
米
寿
者
中

田
助
作
さ
ん
ら
四
+
=
一
人
と
優
良
同
体

に
市
長
よ
り
記
念
品
が
贈
ら
れ
、
ヰ
へ
い
前

視
辞
の
あ
と
市
長
の
「
老
人
柄
祉
と
市

政
」
と
題
レ
記
念
講
演
が
あ
り
、
参
加

者
は
感
銘
深
く
聞
き
ま
し
た
。

全
体
会
で
は
二
人
の
代
表
か
ら
、
老

人
ク
ラ
ブ
活
動
を
通

b
て
社
会
に
咲
く
加

し
老
人
自
身
が
生
き
が
い
を
求
め
て
い

る
こ
と
、
ま
た
老
人
の
健
康
は
自
分
の

力
で
守
る
ζ
と
が
大
切
で
あ
る
と
れ
意

見
発
表
が
あ
り
、
活
発
な
積
見
変
換
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

午
後
は
、
名
人
ク
ラ
ブ
会
員
に
よ
る

P圏 i)
自 f;
;米;(:
((594f(; 
JJ;市'/(/
fji翠/J!
ンメ長iJj
1川ク
必:;;;吉日

来{{i
J決 1!
!諸島、
iii，:U;;i 
;:開;;
3ζ:: 

昭和 52年 10月L Fま三時す

軟
や
踊
り
が
披
号
さ
れ
、
楽
レ
い
意
義

あ
る
大
会
で
し
た
。

表
彰
さ
れ
た
か
た
は
次
の
と
お
り
で

(
敬
称
略
)

す
0
0
市
長
表
彰

て
老
人
福
祉
功
労
者

t 、
=、
園、、、
町、、、
砲、
で
q 

i 
すくの左 き 3
・子でにつま事
供あゆま':9- ~ 
はり抗り o ~ 
11頂、な子 2 
調そが供 P 
にのらの 立
発よ」発 3 
i重う経 i童 話
をに過は 習
す発し「 自
る達て右 き
わレいに 同
けてくゆ
でいもれ

fま

+子

ZE供量
l」{諒 Z
東予 1(
事ゆ
てれ
言
ぐ
育
つ

ヲミL

お
母
さ
ん
と
レ
て
の
資
格
の
一
つ
と

し
て
、
子
供
が
ど
の
よ
う
に
発
達
す
る

か
そ
の
点
で
の
知
識
を
持
っ
て
い
る
こ

と
の
必
要
性
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
述

べ
ま
レ
た
。

例
え
ば
、
一
、
歳
か
ら
こ
磁
の
間
の
子

供
は
、
実
に
よ
く
動
き
回
り
ま
す
。

い
わ
ゆ
る
洛
ち
着
き
が
な
い
と
い
う
ζ

と
が
一
つ
の
符
徴
で
す
。

そ
の
う
え
、
い
た
ず
ら
で
何
か
に
つ

げ
て
か
ん
レ
ゃ
く
を
起
こ
す
よ
う
に
な

る
と
惑
円
子
の
代
表
の
よ
う
に
思
え
て

く
る
で
し
ょ
う
か
、
こ
れ
は
、
こ
の
年

齢
の
子
供
の
狩
徴
で
あ
っ
て
全
く
心
配

が
な
い
の
で
す
・

し
か
し
、
そ
の
ま
ま
に
レ
て
よ
い
と

い
う
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
少
し
ず
つ

落
ち
着
い
た
子
供
、
い
た
ず
ら
の
少
な

い
、
聞
き
分
け
の
あ
る
平
供
に
な
る
よ

一
う
に
教
育
し
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
の
で

A
9
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た
だ
し
、
急
い
で
は
な
り
ま
せ
ん
。

発
達
期
を
終
え
る
ま
で
に
、
ワ
ま
り
二

十
歳
に
な
る
ま
で
に
、
よ
い
人
格
の
持

ち
主
じ
な
る
よ
う
に
、
忍
耐
強
く
教
育

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

そ
う
レ
た
忍
耐
を
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
お
母
さ
ん
や
お
父
さ
ん
の
人
格
を

一
両
め
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

い
た
ず
ら
を
レ
て
い
る
子
を
い
き
な

り
怒
っ
て
し
ま
っ
て
は
、
子
供
の
心
を

浬
解
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
経
過

を
眺
め
て
い
る
と
、
言
う
こ
と
を
聞
か

な
い
乙
と
が
あ
勺
で
も
、
す
な
お
に
言

う
こ
と
を
闘
い
で
く
れ
る
部
分
が
多
く

な
っ
て
く
る
と
と
が
わ
か
る
で
し
ょ

う
。
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
、
比
較
的
よ

く
言
う
こ
と
を
聞
い
て
く
れ
る
か
も
わ

か
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
@

子
供
の
発
達
中
管
長
閑
に
わ
た
っ
で
観

日
出
し
て
み
ま
す
と
、
落
ち
若
い
℃
い
る

時
と
い
な
い
と
舎
と
か
交
互
に
現
れ
て

成
人
病
シ
リ
ー
ズ

.6. 

= 

森
岡
清
(
新
谷
)
、
菊
地
満
保
(

阿
蔵
)

二
、
優
良
老
人
ク
一
フ
プ

五
郎
互
郷
会
代
表
石
村
J

ハ吉

平
地
上
鶴
寿
会
代
要
白
石
泰
吉

ご
一
、
ね
た
き
り
老
人
申
告
護
億
長
婦
人

西
本
チ
ヨ
(
若
宮
)
平
田
マ
サ
ミ

(
平
野
)
安
永
キ
ク
ヱ
(
森
山
)

矢
野
ヨ

D
エ
(
柳
沢
)
稲
田
オ
シ

ン
(
上
須
戒
)

一
一
回
目
祉
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

一
、
老
人
福
祉
功
労
者

宅
和
雄
義
(
八
多
室
コ
)

上
回
惣
太
郎
(
上
須
戒
)

二
、
優
良
老
人
ク
ラ
ブ

八
多
喜
寿
会
代
表
毛
利
盛
義

り
市
老
人
ク
ラ
ブ
感
出
問
状
贈
呈

一
元
市
老
人
ク
ラ
ブ
煙
合
会
長
沢
口
同
盟
秋

配

M
M

玉
井
水
遊

。
市
者
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
表
彰

一
、
老
人
福
祉
及
び
老
人
ク
ラ
ブ
功

労
者
三
瀬
通
百
(
五
郎
)
大
原
カ
ズ
ヱ

(
回
口
)
徳
山
ヒ
ヂ
一
Y
(
他
森
)

大フつク人老

2意
季語
笠苦手
薄葉
苧定
/¥.円F

需品
一

: 聾事

大
洲
市
明
る
い
選
挙
権
進
協
議
会
及

ぴ
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
市
民
一
人

一
人
が
選
挙
に
つ
い
て
関
心
を
高
め
、

明
る
い
選
挙
の
推
進
に
役
立
て
る
た
め

に
標
語
を
募
集
レ
て
お
り
ま
し
た
が
、

期
間
中
に
二
十
九
点
の
昨
応
募
が
あ
り
¥

(16i 

脳
率
中
予
防
の
た

脳
卒
中
、
が
ん
、
必
臓
病
が
ふ
?
っ

成
人
病
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

ら
の
疾
病
の
う
ち
で
も
、
特
に
、
用
必

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
脳
卒
中
で

す。
今
回
か
ら
、
脳
卒
中
と
は
ど
う
い
ろ

病
気
な
の
か
、
も
し
、
そ
う
レ
た
病
気

に
な
っ
た
ら
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
、
予

防
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
な
ど
を
中
心
に
と

り
あ
げ
て
み
ま
し
ょ
う
。

グ
山
肌
守
中
中
と
は
M
M

脳
卒
中
は
古
く
か
ら
日
本
人
に
多
い

病
気
で
、
別
名
を
「
脳
滋
血
」
「
中
気

」
「
中
風
」
と
も
い
わ
れ
、
脳
の

mm
循
環
が
総
激
に
、
ま
た
は
、
次
第
に
障

聖
口
を
起
乙
レ
、
血
液
が
併
に
行
か
な
く

な
っ
て
、
脳
細
胞
が
酸
素
不
足
ゃ
、
栄

養
障
害
そ
起
こ
す
病
気
を
い
い
ま
す
。

そ
し
て
脳
卒
中
と
い
わ
れ
る
も
の
に

は
、
脳
の
循
環
障
害
の
向
山
間
に
よ
り
次

の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

一
、
脳
と
う
そ
く

二
、
脳
出
血

三
、
く
も
膜
下
出
血

四
、
一
週
刊
脳
収
血

五
、
高
血
圧
脳
症

聞
も
な
ぐ
大
洲
地
方
の
秋
祭
り
で

す
。
今
月
は
八
幡
州
社
の
社
叢
を
戸
一
紹

介
し
ま
し
ょ
う
。

肱
川
に
鴎
ん
だ
約
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

社
製
取
は
、

R
V
一
媛
県
三
大
天
然
間
議
と
し

て
県
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
お
よ
そ
木
本
二
↓
六
(
削
円
前
栽

一
七
)
草
本
一

O
二
(
代
植
栽
二
)
計

二
二
八
種
の
植
物
が
繁
茂
し
て
お
り
、

殊
に
シ
ダ
類
が
一
一
一
七
種
で
全
資
本
の
三

割
を
内
め
て
い
る
と
と
は
、
際
帯
の
自

然
の
特
徴
を
あ
ら
わ
す
も
の
で
す
一
。
符

に
、
ト
ヰ
ワ
ガ
キ
、
ル
リ
J

ミ
/
~
午
、
タ

// // ノγ// 
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計量器定期検査日程

片H 時間 検査場 flr 月口 It'l 1::) 後盆場所

l~ 11時一 i泊成公民e:il 11 
J:lH与一

蔵 )11'1'"件特
12性与 14昨年

" 
13晶子

八多存公民館 14 
11昨?

耐久米Ai絡所
15時 1<昨年

11 H寺一
8 三法深部在日l台所 11 

1311年一
ギ'rf"j¥絡所12時 15日う

11 
1:111.与 菅 IlJ連絡ポ 15 

1111年 九州市民会館
151F'i 16E時

II時~ 1111年一
9 柳 d(連絡所 16 

大洲市社会教育
1211寺 15時 セ Y ター

" 
13時~

Ifl処公民館 17 
11時ー 長otIJ、'If'1 

14時 1611年

10 
11時一

新行連絡所 18 
1111与一

If1十州公1:長
15社干 1611'， 

11生守 J 

大成 '1'f t'I 11 11 12昨年

中
村

第23日曜日

1 1月2
奉1+の日
0みんなで地域を美しくしまし
ょう。

家庭の日

O家事の分担をしましょう。

県民たすけあい総参加運動

大洲市推進協議会

大洲市青少年問題協議会

ま
し
ょ
う
。

O

暴
力
を
間
以
レ
ま
し
ょ
弓
一
。

。
=
一
な
い
運
動

ハ
門
ブ
ル

1
フ
ィ
ル
ム
を
見
な
い
.

同
い
か
が
わ
し
い
写
真
な
ど
買
わ
な

い。

国
債
権
成
り
た
て
な
ど
頼
ま
な
い
。

C
三
し
よ
う
百
四
動

H
泣
き
寝
ス
り
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

伺
小
さ
な
こ
と
で
も
届
け
ま
し
ょ
う

同
み
ん
な
で
手
を
組
み
ま
し
ょ
う
。

O

小
さ
な
こ
と
で
も
必
ず
、
警
察
一

↑

C
番
に
届
け
ま
し
ょ
う
・

年
賀
は
が
き
の
発
売

十
一
月
七
日
か
ら

昭
和
五
十
三
年
お
年
玉
っ
き
年
賀
は

が
き
が
郵
便
局
や
切
手
売
り
さ
ば
き
所

で
十
一
月
七
回
か
ら
発
売
さ
れ
ま
す
。

講
演
会
と
映
画
の

ご
案
内

十
一
月
は
、
精
神
衛
生
思
想
腎
及
月

間
で
す
・

時
謂
衛
生
恩
怨
室
長
し
、
精
神
的

健
康
の
指
進
と
精
神
障
害
者
の
社
会
復

帰
の
促
進
を
は
か
る
た
め
、
理
媛
県
精

神
衛
生
協
会
大
洲
支
部
で
は
、
映
画
と

講
演
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
か
ら
、
多

数
ご
出
附
く
だ
さ
い
。

て
と
き
+
一
月
七
四
十
一
二
時
か
ら

二
、
会
場
大
洲
市
農
協
会
館
申
ホ
l

レ

三
、
映
画
現
代
生
活
と
精
神
衛
生
恥

四
、
講
演
会

「
現
代
社
会
に
お
け
る
精
神
衛
生

」
に
つ
い
て

講
師
大
山
川
精
神
病
院

院
長
篠
崎
態
次
先
生

救
急
医
療
体
制

に
つ
い
て

お
知
ら
せ

大
洲
市
、
喜
多
郡
内
に
お
げ
る
救
急

医
療
に
つ
い
て
は
、
管
内
医
明
会
の
ご

協
力
の
も
と
に
、
穴
制
川
中
央
病
院
、
加

戸
外
科
病
院
、
市
立
大
洲
病
院
の
一
積
極

的
な
救
急
医
療
の
受
け
入
れ
と
ご
協
力

が
得
ら
れ
、
ま
た
、
救
急
患
者
の
搬
送

に
当
た
っ
て
は
広
域
消
防
体
制
に
よ
り

業
務
の
遂
行
に
万
全
が
期
せ
ら
れ
て
い

ま
す
・こ
の
よ
う
に
関
係
機
関
の
献
身
的
な

紋
忽
医
療
体
制
に
よ
り
一
、
幾
多
の
尊
い

人
命
が
救
わ
れ
て
い
る
と
と
を
地
域
住

民
ひ
と
し
く
感
謝
を
い
た
し
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
こ
の
た
び
、
菊
原
外
科
医

院
が
+
月
二
十
四
日
(
月
曜
日
)
か
ら

救
急
医
療
機
関
に
加
わ
っ
て
い
た
だ
き

さ
ら
に
充
実
し
た
救
魚
医
療
が
図
ら
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
こ
と
は
喜
び
に

堪
え
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
救
急
医
療
の

輪
番
制
が
次
の
よ
う
に
な
り
ま
し
た
の

で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

救
急
医
療
病
院
輪
誘
表

毎

週

月

履

白

菊

原

外

料

医

院

F

火
H
H

市
立
大
別
溺
院

グ
水
F

加
芦
外
科
病
院

グ
木
、
金
、
土
、
日
曜
大
判
中
央
病
院

日
月
3
日
6
日
目
日
初
日
お
日
幻
日

中
央
病
院
④

加
一
戸
一
病
院
④

申
突
病
院
④

4
5
5
1‘
 

，
 

J
 

F
 ，
 

M
M
 

RU--nU唱
ム

4
5
5
1
 

計
且
河
川
出
の
定
期
検
査
を
次
の
回
目
刊
で

実
施
い
た
レ
ま
す
。

商
品
取
り
引
き
に
使
用
さ
れ
る
計
且
車

場
は
す
べ
て
検
査
を
受
け
ア
一
下
さ
い
。

乙
の
検
査
を
受
け
な
い
計
量
器
や
刊

口
問
の
取
り
引
き
に
使
用
す
る
と
渋
律
に

よ
っ
て
剖
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
・
な
お
、
「
光
電
式
は
か
り
」
を
お

持
ち
の
方
は
、
訪
問
検
査
を
行
な
い
ま

す
の
で
、
前
田
空
で
に
市
役
所
副
工
観

光
課
ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

上

野

組

長

(

長

谷

)

青

木

箱

衛

(

入

選

太

陽

に

恥

じ

ぬ

明

る

い

乙

の

一

と

の

運

動

レ

ま

し

ょ

う

菅

田

)

中

野

義

務

(

菅

田

)

山

本

票

は

、

警

祭

と

O

家
庭
に
お
け
る
カ
ギ
の
点
検
、
改

良

衛

(

八

多

喜

)

政

所

馬

雄

(

上

中

田

武

雄

グ

田

口

地

域

の

人

々

善

、

芦

締

り

を

励

行

し

ま

し

ょ

ろ

混

戒

)

往

回

進

(

北

只

)

見

て

潤

い

て

自

分

で

き

め

た

と

か

一

体

と

な

O

地
以
で
開
催
さ
れ
る
防
犯
怒
談
会

の

一

票

っ

て

、

会

慣

な

ど

じ

必

ず

出

席

し

ま

し

ょ

う

。

役

一

ト

八

重

子

グ

大

洲

い

っ

せ

加

に

C

自
主
防
犯
活
動
を
推
進
し
ま
し
ょ

良

い

人

が

選

び

選

ば

れ

国

づ

く

防

仰

対

策

を

う

。

り

推

進

し

、

防

O

浸
入
盗
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

山
本
静

H
H

時

制

森

犯

意

識

を

高

留

守

を

す

る

と

き

は

、

必

ず

カ

ギ

断

ち

切

ろ

う

汚

れ

た

選

挙

黒

い

め

、

住

み

よ

を

か

け

、

隣

近

所

へ

び

と

出

か

け

て

霧

い

地

域

社

会

お

き

ま

レ

ょ

う

。

寄

町

百

万

斉

グ

森

山

を

つ

く

る

売

O

日
転
車
盗
難
に
注
意
し
ま
レ
ょ
う

子

や

孫

に

自

慢

の

で

き

る

こ

の

め

の

運

動

で

自

転

車

か

ら

離

れ

る

と

き

は

、

必

一

一

回

討

す

。

ず

刀

ギ

を

か

け

ま

し

ょ

う

。

高

瀬

和

幸

次

の

百

世

田

明

自

転

車

に

は

必

ず

防

犯

登

録

を

し

を
必
ず
笑
行
沼
よ
り
な
ど
に
名
前
を
書
い
て
お
き

+
月
十
二
日
に
開
か
れ
た
協
議
会
に
お

円
て
答
一
面
を
行
っ
た
結
果
、
炊
の
穂
郡

が
入
賞
と
決
ま
り
ま
し
た
。

優
秀
迷
わ
ず
に
自
分
で
き
め
た
乙
の

一
票松
下
八
重
子
大
州
市
中
八
洲

3
v
k司
a
F司
awE
島、a
r
h刈
川

vhqA慣れ
wxfuE

・3F
h
d
F
h
a四
v
h

乱、47ruunUATV
・1
2
、
5

4

L

V

E

L氏自

b
h
V
5
4
4
z
γ
L
1・E

三
本
欄
耕
一
事
他
，
競
泳

愛
媛
県
指
定
天
然
記
念
物

八

幡

神

社

々

叢

所
在
地
大
洲
市
阿
蔵
字
武
田
甲
一
八
四
四
番
地

所

有

者

八

時

神

社
ロ
パ
ィ
、
ミ
ミ
ツ
バ
イ
、
コ
バ
ジ
モ

チ
、
ヵ
シ
ザ
ブ
ロ
ウ
ノ
キ
の
よ
う
な
亜

熱
帯
産
の
常
緑
樹
が
自
生
し
て
い
る
と

と
は
学
術
上
詐
常
に
貴
重
な
こ
と
で

す
、
ま
た
、
山
積
に
は
イ
チ
イ
ガ
シ
の

民
連
周
四
・
五
メ
ー
ト
ル
高
さ
一
一
一
一
メ

ー
ト
ル
ι

(

目
測
)
の
犬
木
も
あ
り
ま
す

。
と
の
よ
う
に
、
学
術
上
貴
重
で
あ
る

ば
か
り
で
な
く
、
風
致
の
上
が
ら
も
大

い
に
価
値
が
あ
り
ま
す
・

参
拝
が
て
ら
に
こ
れ
ら
の
情
物
穏
を

観
察
さ
れ
る
の
も
殺
し
い
と
し
に
で
し
ょ

~コ。


